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■アメリカ雑感
―強さの源泉―
長岡大学教授 早 川 博 之
１．私のアメリカ像
７月末から11日間（実質９日間）、ボストン、ワシ
ントン、ニューヨークに３泊ずつの自由時間が大半の
パッケージツアーで、駆け足観光旅行をした。以下は、
今回の旅行経験も踏まえて再考した、私のアメリカ観
である。
政治、経済、社会、軍事、金融、外交、通商、教育、
科学技術、環境問題など、現代社会の重要課題に、学
者としてあるいは実務家として携わっている者にとっ
ては、良くも悪くもアメリカの存在感は圧倒的であ
る。
38年間にわたり銀行員として、国際金融や外国為替
あるいはその関連業務に携わってきた私にとっても、
アメリカという国、その通貨であるドル、米銀やその
銀行員は一言では言い表せないほどに大きな存在であ
る。
それに加え、昭和14年生まれの私にとっての記憶初
めは、空襲で燃え盛る名古屋市内や四日市市内の遠景
であり、食糧不足による絶えざる空腹感と栄養不足を
補うための脱脂粉乳でできたミルクのまずさであり、
敗戦直後に近くを通る国道一号線のかたわらで、「ギ
ブ・ミー・チョコレート」と叫んだことであったが、
それはすべてアメリカと関係していた。
多少なりとも物心ついて新聞の切抜きをはじめたの
は、朝鮮戦争の初期段階で優勢の北が南に攻め込み、
地図をみると今にも南が壊滅しそうに見え、そうなる
と次にはわが対馬も飲み込まれるのかといった恐怖感
を抱いたのがきっかけだった。そして、後に仁川上陸
作戦が決行され、南の劣勢が一挙に逆転した時、子供
心に感じた何ともいえない安堵感は、今でも鮮烈な思
い出である。これらの記憶にはすべてアメリカが関係
していた。
大学２－３年生のとき起きた「安保闘争」は、今に
して思えば青臭い議論ながらも、日本の安全保障問題
を真剣に考えるきっかけとなり、青春を飾る一大事件
だった。実社会に出た後は、基本的に38年間にわたり、
アメリカの政治経済動向に振り回されることになっ
た。
長年の経験を基に出来上がった私のアメリカ像は、
その本質をついたものかどうかは別にして、アメリカ
のイスタブリッシュメントが発信した情報に基づいて
形成されたものである。多様なマスメディアを通じて
流される情報は、ジャーナリストや学者、エコノミス
ト達のアメリカ体験記や、彼らがアメリカの指導的階
層から得た情報を源流としていたし、私が直接接した
米銀のインターナショナル部門の人達も、指導的立場
の一角を成していた。
明るく、エネルギッシュで、基本的に楽天的、理想
が先に立ち、時に兄貴面で説教がましい場面もあるが、
本質的には善良で大まじめで、世界の安定と繁栄には
なくてはならない存在だった。消去法からしても他に
替わる国もないし、替わって欲しくはない国である。
しかし、自分達の国が何でもアメリカ式になりたいか
といえば、決してそうとは思わない、複雑で一言で表
現することが難しい国でもある。
そんな思いを描き続ける私は、アメリカで暮らした
経験がない。ワシントンやニューヨークは仕事で何度
か行ったことがあるが、空港とホテルとオフィスと少
ししゃれたレストランの往復で、会った現地の人も、
イスタブリシュメントの人たちであった。
旅行社が組成したパッケージ旅行ではあったが、食
事は一切つかず、それぞれの都市で３時間程度の日本
人ガイドによる駆け足見物コースがついているだけ
で、後はすべて自分で選んでというものだった。その
ため、良くも悪くも、レストランの選択、食事メニュ
ーの決定、空港とホテル間を除く移動手段（といって
もほとんどタクシーか歩き）の確保などのために、ホ
テルのボーイ、レストランのウエイター、タクシー運
転手などといった、アメリカ経済を底辺で支えている
人たちと否が応でもコンタクトせざるを得ないことに
なった。おまけに、このコースに同じ日程で参加した
客はわれわれ夫婦だけで、旅行中も日本人と話す機会
はほとんど無かった。
これまであまりやりとりしたことの無かったアメリ
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カの人達と接触して、改めて、アメリカの懐の広さ、
富の格差の大きさ、社会の複雑さや多様性といったも
のを実感した。
アメリカについては、専門家による多くの研究があ
る。私がここで私見を述べて何の役に立つのかとの気
持ちもある。ただ、研究もしたことなく、また、多く
の研究成果を勉強したこともない私のような素人のも
のでも、実務を通じて得たアメリカ像はわかりやすい
かも知れない。良くも悪くもアメリカ抜きの日本はあ
りえないので、理解促進の一助として、薄っぺらとの
批判覚悟で、それを披露することにした。
２．グローバル・スタンダードを生み
出す源泉
グローバル・スタンダード（以下GSと略称）はア
ングロサクソンあるいはアメリカン・スタンダードだ
と単純に決め付けた浅薄な論議が多いが、それは明ら
かな間違いである。その理由はあとで述べるとして、
アメリカ発のGSが圧倒的に多いのも事実で、アメリ
カはその一大発信基地であることは間違いない。
最大の源泉はその多様性にあるはずである。アメリ
カには世界のすべての民族が暮らしているといっても
過言ではないほど、いろいろな人間が住んでいる。ア
メリカは世界の縮図である。近代の国民国家成立の基
礎は、17世紀のウエストファリア条約にあるといわれ
ている。確かに、アメリカは特定の領土の上に排他的
な主権を持つ主権国家であるが、近代国民国家の底流
にある、「民族単位の国民国家」という概念からは、
初めからすでに大きく乖離していたユニークな国家で
ある。
しかし、多様性の中にも一本の背骨を形成する理念
として、建国の精神でもある民主主義と資本主義への
かたくなな確信がある。自由と競争が支配する社会で
はあるが、その可能性を信じて世界中から人が集まっ
てきた国である。その中で埋没することなく生きてい
くには、自らのアイデンティティー（文化）を維持し、
権利を目一杯主張しながら、他方では、アメリカ国民
として社会の秩序を保つためのルールは尊重せざるを
得ない。人間が自らの文化に固執するのは本性である
が、多様な文化が集まっているからこそ、「当然に妥
協すべきところは妥協する」ことが求められ、そこか
ら、他の文化をもった民族とも共存できる普遍化の努
力も必要となる。アメリカの中で異文化摩擦を通じて
普遍性のあるルールができ、それが世界に広がってい
く。アメリカ発のGSは、世界の縮図であるアメリカ
国内で、グローバルな適合性のテスト済みなのである。
その共通点として民主主義と資本主義の理念がある。
司馬遼太郎は、『アメリカ素描』で次のように述べ
ている。「多民族国家であることのつよみは、諸民族
の多様な感覚群がアメリカ国内において幾層もの濾過
装置を経てゆくことである。そこで認められた価値が、
そのまま多民族の地球上に普及することができる」。
夏のこの時期は、アメリカの各地からばかりでなく、
世界中からいろいろな人種が集まってきている。乗り
物待ちや入館待ちで１時間以上待たされても、そこに
集まってきている多様な人たちを見ていると本当に飽
きない。この多様な文化の集まりは相当の軋轢を発生
させているはずである。しかし、アメリカ社会には、
優れたものは、人であれ、品物であれ、技術であれ、
芸術であれ、何でも発信地には関係なく貪欲に吸収し
ていく柔構造もある。
ボストンでは、中国人だけの寿司屋、ワシントンで
は日本人と中国人混成の、ニューヨークでは日本人だ
けの寿司屋に行った。味もサービスも全部違うが、酢
をまぶしたご飯と生ものや野菜の組み合わせという基
本は残しつつ、健康食として現地の人達にもすっかり
定着していた。寿司も日本発の立派なGSに成長して
いた。この例が示すように、アメリカ国内で普及して
いるスタンダードには、外国製もたくさんあるはずで
ある。発信地に関係なく自然と広がって行くもの､そ
れがGSである。
グローバル世界を生き抜くには、日本ももっと多く
のGSを発信すべきという意見がある。反対する理由
も無いが、寺島実郎氏が『国家の論理と企業の論理』
で述べておられるように、（トヨタのカンバン方式や
寿司やカラオケといった）ニッチのGS発信だけで生
きればいいというのは､日本人の「自尊」が崩壊しか
ねない。アメリカが圧倒的に優勢というグローバル世
界で、反グローバルでもなく、また、アメリカ式の無
条件の受け入れでもなく、日本が独自にどういう生き
方をしたいのか、大いに議論がされるべきである。浅
薄なグローバリズム論と単純な反グローバリズム論と
が交錯して不毛な議論が多い日本の現状を見るに、日
本が独自性を持って世界に存在感を示していくこと
は、国内に多様な文化が少ないだけに、容易ならざる
ことだと改めて実感した。
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３．ホロコースト博物館（ワシントン）
とエリス島の旧移民局博物館（ニュ
ーヨーク）
私は、今回、別に社会派ぶって旅行したわけではな
いが、これら二つの博物館を見て、アメリカ社会の持
つオープンさを実感した。
ホロコースト博物館は、その名の示す通り、ナチス
によるユダヤ人迫害の歴史を詳細な資料で記録したも
のである。このような博物館を、アメリカの首都のど
真中に（日本でいえば東京の霞ヶ関の一角に比類する
場所）建てたことで、ユダヤ人たちの執念と怨念を見
る思いがした。展示の内容には、単に、被害にあった
という訴えだけではなく、なぜ、人間がこれだけ冷酷
になれるか、その狂気の原因を究明したいとの姿勢が
貫かれている。同時に、この狂気の中で危険を犯して
多くのユダヤ人を救った人たちのことも記録され、人
間の恐ろしさとすばらしさを等しく伝えようとしてい
る。
そのなかで、アメリカ政府も、ナチスによるユダヤ
人迫害をうすうす気づきながら、当初は、緊急移民受
け入れに躊躇して、結果として、より多くのユダヤ人
の命が奪われたという事実も率直に記されていた。客
船を借り切りようやくヨーロッパからアメリカにたど
り着いたものの、アメリカ政府やキューバ政府に入国
を拒まれた。やむなくヨーロッパに帰ったが、その後
ナチスの手で命を失った人達のことも克明に説明して
あった。
ユダヤ人を救った人達の中に、日本人外交官杉原千
畝氏のことも写真入りで説明があった。博物館の入館
切符をもらうための行列の前にいたアジア系の若者
（母親はメキシコ原住民系、父親は中国人と日本人の
混血、よって本人は４分の一日本人といっていた）が、
前にも見学したことがあるが、杉原氏のような人がい
たことを初めて知ったと、嬉しそうにしていたのが印
象的だった。
ニューヨークマンハッタン島の先にあるエリス島
は、1892年から数十年間、アメリカ東部への移民の受
け入れ窓口となった施設で、今は博物館として改修さ
れたものである。1924年までだけで総計約22百万人の
人達がここを通過した。それがコンピューター化され、
希望すれば、自分の家族のルーツが調べられるように
なっている。「自由の女神」行きのフェリーが復路必
ず立ち寄るので、ちょっと上陸した。
移民が上陸後アメリカに入国できるまでにどのよう
な扱いを受けたかといったことや、奴隷貿易の歴史な
どが、いろいろなデータに基づき記録されている。ま
た、移民が持ってきた財産を役人が不当に没収したこ
とや、そこからアメリカ奥地に赴くまでの交通手段を
手配するとき、実際よりも高い料金を払わせ、差額を
騙し取った官吏がいたことも率直に記録されていた。
アメリカがすべて正直でオープンというほど単純で
はないことは言うまでもないが、終戦後50年以上も経
った現在でも、教科書問題や靖国参拝問題で大揺れに
揺れる日本の現状と比較するとき、日本では何かやる
べき宿題が手付かずのまま残されているとの思いを強
くする。
日本が二十世紀前半に、近隣諸国への侵略（侵略と
いう言葉を使うこと自体にも批判があるようだが、頼
まれもしないのに出て行ったという意味で侵略だった
といっても間違いではないと私は思う）の道をたどっ
たことについて、日本にも言い分はあるだろう。また、
侵略したほうにもされたほうにも、事実誤認はあるだ
ろう。不完全な資料に基づく、批判や反論もあるはず
である。
自国の教科書のあり方や首相の靖国参拝について、
外国からとやかく言われたくないとの思いも強いが、
このような事態を招くのは、日本が大戦へとのめり込
んでいったことについての国民全体での総括不足で、
依然として国論自体が割れたままだからである。近隣
諸国に加え、日本国民自身にも多大な損害を与えた前
回大戦で、誰にどのような責任があり、どこで誰がど
のような間違をしたのか、戦後の取扱い方も含めて、
総合的な反省がなされていないからではないか。
一番基本的なところをあいまいにしたまま、問題先
送りがなされてきた。それは、現代の国難とも言える
不良債権問題でも、ほとんど同じようなことが起きて
いる。結局、できるだけ幅広い資料と関係者を総動員
して、本質の解明（結果として解明できなかったとし
ても）に全力を尽くすというプロセスこそが重要だが、
それが日本ではなされていない。
最低限、日韓、日中で不毛な摩擦の継続を回避する
には、20世紀の東アジア史について、10年がかりぐら
いで、日中韓や第三国の学者や研究者、生存当事者を
総動員して、意見が一致しない点は争点をそのまま併
記して、まったく同じ内容の博物館を、東京、ソウル、
北京の三箇所に建設してはどうか。研究者に膨大な資
料を提供するアカデミズムの殿堂にもなるようなもの
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にしたい。加害者が一方的に頭を垂れ、被害者が声高
に叫ぶだけでは、大した進展は望めない。こういった
施設に展示される資料を基に、後世の若者達も歴史を
勉強し、その活動を通じて相互理解が進み、それが今
後の東アジアの安定の礎になるなら、何百億円かかろ
うとも安いものである。
ホロコースト博物館やエリス島博物館は対象が多少
違う面もあるが、歴史に正面から取り組むというオー
プンな姿勢の重要性を示していると感じた。
４．アメリカの貧富の差と生産性
アメリカは先進工業国の中では、貧富の差がもっと
も激しい国である。貧富の差を測る指標としては、ジ
ニ係数とか五分位法による所得分布状況把握などいろ
いろな方法がある。世銀の世界開発報告2000／2001年
版の資料では、アメリカのジニ係数は40を越えている
のに対し、日、独、英、仏などでは25から36ぐらいと
なっている。一人当たり所得で、アメリカの上位10パ
ーセントの人達は、所得全体の30パーセントを占めて
いるが、日、独、英、仏では、22から27パーセント程
度である。
現実に、アメリカのここ10年の好況でも、実質所得
が大幅に増加したのは上位10パーセントぐらいの人達
で、後の人達は不変ないし、下位のほうでは実質減に
なっているともいわれている。
次の「チップ」の項でも述べるが、アメリカ経済を
底辺で支える、銀行のテラーなどのクラーク、ホテル
のボーイ、レストランのウエイターやウエイトレスの
給料は恐ろしく安いらしい。チップ収入が無ければ生
活できないし、給料が低いから労働意欲も低いという
悪循環もある。チップの無いところほどサービスが悪
いというのもほぼ定説である。能力に応じた市場競争
社会の現実だし、だからこそアメリカ社会はいろいろ
な人を受け入れていく柔軟性もあるといわれればそれ
までだが、こういう社会がわれわれの目指す姿ではな
いと改めて思った。
いまや世界を代表する大銀行で、ニューヨーク市内
に多くの支店を有する銀行の小さな支店で両替をした
が、為替相場のでたらめさ（一ドル140円ぐらいのひ
どい円安相場だったが、どうしてもペティーキャッシ
ュが必要となり両替せざるを得なかった）、従業員の
応対の悪さなど目にあまった。
こういう銀行と比べ日本の銀行のすばらしさは大変
なものである。こういう米銀にどうして日本の銀行は
先端分野で負けてしまうのか、帰国後ニューヨークで
長く暮らしたことのある友人にこの話をしたら、いた
って簡単な回答だった。だからこそ米銀はここぞとい
う点では強くなるのですということだった。両替など
末端のサービスについては、最低限のことさえやれば
いいと割り切り、こんなところには大きな注意など払
わず、少数の優れた人材を収益の高い重点分野に集中
投入しているからだという。集中と選択が厳密に行わ
れている。
日本の銀行が末端分野に優秀な人材を投入せざるを
えないのは、一つには一般顧客が過剰サービスを要求
するからでもあるし、規制で他行と違ったことができ
なかったから、ついつい大衆に目立ちやすい分野での
過剰サービスで違いを強調しようとしたためだった。
いまや経営環境が大きく変化したにもかかわらず、従
来の発想から抜け出せないリーダー達やリーダー予備
軍の発想の貧しさや姑息さが、日本の銀行が三流にな
ってしまった原因である。
消費者の一人として、米銀並にサービスを落として
もいいとは言わないが、テラーの人たちの過剰な作り
笑顔や丁寧語にはうんざりしている人も多いのではな
いか。発想の切り替えができない銀行員はさっさと退
場してもらう以外に、日本の銀行の再生はないと感じ
た。
５．チップのこと
日本人が海外旅行や海外生活する上でもっともわず
らわしく思う一つがチップである。
今回の旅行では、レストランなどは特別のサービス
を受けたわけでなくても15－20％のチップを払ってく
ださいと、現地ガイドに言われた。アメリカに行った
のは８年ぶりで、従来はせいぜい10％払えば十分と教
えられていたし、現にそれくらいしか払わなかったと
記憶している。チップが値上がりしていた。しかも、
現地の日本人ガイドは、異口同音に、チップはアメリ
カが競争社会であることの象徴ですと説明する。
チップはアメリカばかりでなく、訪れたことのある
国ではどこでもあったというのが私の印象である。し
かし、アメリカでは、いいサービスには高い料金を払
うという仕組みがあるから、誰でもより優れたサービ
ス提供に努めることになり、これがアメリカ経済の強
さの一因だと多くの人が信じているようだ。
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ワシントンでえらく愛想の悪いタクシー運転手に遭
遇した。降りるとき確か８ドル30セントだったので、
あまり高い評価はしていない証拠に、10ドル紙幣で一
ドルおつりをくれといったら、一段と不機嫌になった。
一ドル紙幣が無いが５ドル紙幣はあるから、４ドル出
してくれるかとのことだった。１ドル紙幣を持ってい
ないわけがなく、意地悪していると思った。
こちらはちゃんと持っていたので、５ドル紙幣を受
けとり、４ドル渡した。日本人がチップを上げている
といわれるのもいやだから、競争原理に従って評価し
たが、やはり後味が悪い出来事だった。
言われたとおりに乗客を運ぶというのがタクシーの
運転手の仕事だから、それだけをきちんとやったら公
定料金でよく、チップ無しというのが本来の姿ではな
いか。やるべき最低限のことはやってもチップが無け
れば生活できないというなら、タクシー料金が正しく
設定されていないと見るべきである。レストランのウ
エイターでも、チップが無ければ生活できないとのこ
と。とすれば、料金が安すぎるのか、経営者が不当に
給与を下げ、大もうけしているのか、もう少しバラン
スを取って、部外者に面倒をかけないでくれといいた
くなる。
わずかな金額の問題ではあるが、こちらもいやな思
いをするし、運転手にしても乗せるごとに今度はいく
らくれるかなどと気を使うよりは、普通のサービスを
すれば、最終料金が明確な方がいいのではないか。
それにアメリカの貧富の差が激しいといったが、チ
ップは当然に所得申告されていないと思うから、統計
上よりは差は小さくなる。
われわれからすれば不当に安い賃金や料金体系の存
在と、先端分野で日の出の勢いを見せ、数十億から百
億円単位の給料を貰う人たちがいるという実態を、わ
れわれはどう理解したらいいのか。人間にはそれ程の
違いがあるのか。
日本の悪平等ともいえる画一・均一主義が、姑息で
発想の貧しい日本の指導的立場の人間を大量生産し、
それが今日の閉塞感をもたらした。だからこそ、今度
はもっと競争に力点をおいた社会の構築が必要だと思
うが、アメリカ社会のような格差を生む状況は健全で
もない。そのバランスをどうやって取るのか、やはり、
民主主義と資本主義のあり方を根底から勉強しなおす
必要があると感じた。
６．ボストンの「ダックツアー」
ボストンでは、第二次大戦で利用された水陸両用車
を観光用に改良して、まさに陸を走るボートというか、
水上も走れる車というか、面白いサービスがある。こ
れが「ダックツアー」と呼はれ、ボストンを水陸両面
から楽しむことができる。
自由時間を利用して乗ることにしたが、まず、切符
を買うところがわからない。何度も聞き直してやっと
みつけたものの、人気のサービスで長い行列である。
ままよと並んだものの大した説明が無いまま40分ぐら
い待った。が、行列はぜんぜん前に進まない。そのう
ちに、列の後ろにいる、60－70歳ぐらいの女性の一団
の人達から、コンピューターが故障していて、いくら
切符を売っていいかわからないから、回復を待ってい
るらしいという情報を聞いた。そして、このような故
障はしょっちゅうで驚くべきことではないとのことだ
った。切符の前売りも行われていて、その記録が読め
ないから、当日売りをいくらやったらいいかわからな
いので待っているのだった。当初10時30分発に乗れる
と思い待っていたのだが、10時半になっても、行列は
動く気配が無い。10時40分ぐらいになって、10時半の
はすでに出て、次は11時発になるとのことだった。10
時30分の時点で、前売り分を乗せ、余った席があれば、
それに行列の人達を乗せれば、少しの遅れで処理でき
るはずと期待していたのだが。どちらにしても説明は
無く、みんなは黙って辛抱強く待っていた。
10時50分ぐらいになって、行列が進み始めた。いま
から乗り場（300メートルぐらい離れたところにある）
に行くという。まだ切符も買ってないがと心配してい
ると、後ろの女性の一人が、帰ってから払えばいいら
しいと説明してくれた。
半信半疑のまま、１時間半ほどの観光を終えて先の
乗り場にもどったが、誰も料金を集める様子がない。
仕方なく切符売り場に戻ることにしたが、乗客のほと
んどは売り場のほうに歩いていない。いぶかしく思い
ながらも売り場につくと、一組だけお金を払ってい
た。
何だかほっとした感じになり、私も一人22ドルで二
人分44ドル払うと、40ドルでいいと言う。しかも、特
段ノートにつけている様子もない。私が払ったお金は、
受け取った者の胸のポケットに収まった。その後どう
処理されたか、ボートに乗った人が全部払ったのか、
私は知らない。このいい加減さあるいはおうようさは
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一体何だろうか。
女性達はボストンから20キロぐらい離れたところか
ら一日観光できた人達らしかった。小柄だったので多
分アイルランド系の人達で、子供が６人とか、５人と
か、たった４人とかといっていた。行列をしている間
にその中の一人の方と楽しくいろいろ話をしていたの
だが、私が、IT大国アメリカのくせに、こんな故障が
よく起きるとは恥じだとコメントしたところ、どうも
感情を害したらしい。その後あまり話をしてくれなく
なった。
初期の段階からアメリカ建国にかかわった人達の子
孫なのであろう。心からアメリカを愛しているのだと
思った。ちなみに、彼女らも私と一緒に切符売り場の
ほうに戻っていったが、途中で昼食を取るべくスタン
ドに入っていった。多分、昼食の後お金を払いに行っ
たのだろう。
７．結び
１週間や10日の旅行体験で結論めいたものを導き出
すつもりはないが、今回の経験で、これまでモヤモヤ
していたところに、少し晴れ間が見えてきたように感
じた。
アメリカが、いろいろな批判を浴びながらも、すで
に１世紀近くにわたり、世界最強の覇権国家として君
臨できてきた理由として、豊かな天然資源に加え、
WASPの人達が中心となって持ち込み、建国の精神の
基礎となっている、プロテスタントの生真面目な精神
主義と、民族の多様性から生まれる多数の普遍性のあ
る価値があげられている。それで間違いないとは思い
つつ、それだけでは何かが足りないと感じていた。
銀行のカウンターサービスのひどさ、ダックツアー
の切符売り場のいい加減さを経験して、アメリカの強
さは、悪いのは悪いなりに、いいものはいいものなり
に、「多様性がいかんなく発揮される土壌がある」か
らだと感じた。
多様性がある国は他にもあるが、それが自由にのび
のびと発揮される仕組みを持ち、現実にそれが大規模
に実行されているのがアメリカではないか。
それと比べ、多少の例外はあるにしても、日本の役
所や企業の土壌は、本当に閉鎖的で息苦しい。公式非
公式に組織としての妙なしきたりが隅々までいきわた
り、若い人は、上司の顔色を伺いながら仕事をして、
面と向かっては批判的なことを言わないし、自ら新し
いことをすることはない。指導的立場に立った人達も、
そうやって減点を免れてきた一団だから、どうやって
現状を打破したらいいか、本当の生きた知恵はない。
だから、どこもかしこも改革が進まない。
アメリカでは、能力の低い人には低い人なりに、自
由に自分流で仕事をすることが許されている。同様に、
能力の高い人は、高度なリーダー教育を受け、のびの
びと自分流に仕事ができる機会が与えられている。
日本では、トップが、「若い人には自由な発想に基
づいて、失敗を恐れずのびのびと仕事をしてもらいた
い」などと、訓示を垂れている場合が多いが、こんな
祝詞がもう何十年も続いている。現実にはいかにそれ
が実行されていないかを如実に物語っている。
「全員に頑張れ頑張れ」というきれい事の繰り返し
ではなく、「頑張りたくない人は頑張らなくてもいい」、
人間にはそれぞれ違った特性があることを認め、能力
と意欲のある人は、高度なリーダー教育を受け、自由
に活動できるように、構造ばかりでなく、意識改革ま
でやらないと、日本の再生は無理かもしれない。
